
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
二
号
）

　
共
同
研
究
室

昭
和
四
七
年
度
第
一
回
研
究
会
（
五
月
十
二
日
）

▼
テ
ー
マ
　
恐
慌
論
に
つ
い
て

　
報
告
老
　
甲
賀
光
秀
氏

　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
第
二
十
一
巻
・
第
一
号
論
説
の
項
に
掲
載
）

昭
和
四
七
年
度
第
二
回
研
究
会
（
五
月
二
十
六
日
）

▼
テ
ー
マ
　
国
家
独
占
資
本
主
義
研
究
の
新
し
い
動
向
に
よ
せ
て

　
報
告
者
　
戸
木
田
嘉
久
氏

　
報
告
要
旨

　
　
　
ま
え
お
き

　
さ
き
ご
ろ
刊
行
さ
れ
た
『
新
マ
ル
ク
ス
経
済
学
講
座
』
第
三
巻
（
有

斐
閣
）
の
な
か
で
、
本
学
部
の
坂
野
光
俊
氏
は
、
「
国
家
独
占
資
本
主
義

論
争
史
」
を
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
、
そ
の
末
尾
を
、
　
「
国
家
独
占

資
本
主
義
論
は
・
…
－
他
方
、
先
進
国
革
命
Ｈ
民
主
的
変
革
論
と
の
関
連

で
あ
ら
た
な
展
開
を
み
せ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
、
結
ん
で
い
る
。

　
こ
の
報
告
の
趣
旨
は
、
私
の
知
る
か
ぎ
り
で
こ
こ
で
言
わ
れ
る
そ
の

後
の
「
あ
ら
た
た
展
開
」
を
紹
介
し
、
国
家
独
占
資
本
主
義
論
に
つ
い

て
の
討
議
素
材
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
二
二
二
）

　
１
．
民
主
的
変
革
論
と
の
関
連
で
み
た
国
家
独
占
資
本
主
義
論
の
新

　
　
た
た
展
開

ａ
、
東
ド
イ
ツ
に
お
げ
る
国
家
独
占
資
本
主
義
研
究
の
主
要
な
流
れ

○
ｏ
東
ド
イ
ツ
で
は
、
前
出
の
坂
野
論
文
に
よ
る
と
、
ツ
ィ
ー
シ
ャ
ソ

ク
の
「
生
産
関
係
杜
会
化
説
」
（
一
九
五
七
－
五
八
年
）
、
す
な
わ
ち
「
生

産
力
の
杜
会
化
の
発
展
は
、
そ
れ
に
照
応
す
る
資
本
主
義
的
生
産
関
係

の
杜
会
的
諸
彩
態
を
要
求
す
る
」
と
し
て
、
株
式
会
杜
　
　
独
占

国
家
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
を
導
き
出
す
独
特
の
国
家
独
占
資
本
主
義
論
は
、

む
し
ろ
少
数
意
見
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
い
わ
ゆ
る
ツ
ィ
ー
シ
ャ
ソ
ク
理
論
は
、
早
く
も
一
九
五
八
年
に
は
、

リ
ヒ
タ
ー
、
ネ
ー
ル
ス
を
中
心
と
す
る
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
、
そ
の

修
正
主
義
的
傾
向
を
、
次
の
諾
点
に
わ
た
っ
て
き
び
し
く
批
判
さ
れ
た

と
い
わ
れ
る
。

　
「
ま
ず
、
¢
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
、
と
く
に
全
般
危
機
の
第
二

段
階
の
諾
条
件
に
関
す
る
規
定
が
軽
視
さ
れ
、
国
独
資
は
そ
の
成
立

の
必
然
性
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
の
展
開
の
帰
着
に
お
い
て
も
全
般
的

危
機
と
は
無
関
係
に
論
畦
ら
れ
て
い
る
。
◎
そ
の
こ
と
は
資
本
主
義
の

世
界
体
制
と
し
て
の
帝
国
主
義
の
撹
定
を
基
礎
に
せ
ず
、
国
際
関
係
を

捨
象
し
た
抽
象
的
な
生
産
力
　
　
生
産
関
係
の
矛
盾
か
ら
出
発
し
た
こ



と
か
ら
当
然
で
あ
り
、
　
し
た
が
っ
て
、
帝
国
主
義
よ
り
も
一
層
高
い

資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
新
形
態
、
新
段
階
と
い
う
規
定
が
生
ま
れ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
。
＠
そ
れ
は
単
に
、
帝
国
主
義
論
を
基
礎
に
し
な

か
っ
た
た
め
ぼ
か
り
で
な
く
『
杜
会
化
の
二
重
性
』
論
が
資
本
主
義
の

基
本
矛
盾
と
正
し
く
把
え
た
も
の
に
。
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　

そ
の
根
本
は
、
史
的
唯
物
論
、
弁
証
法
の
基
本
的
概
念
・
命
題
の
把
握

に
つ
い
て
の
誤
り
、
図
式
的
機
械
主
義
や
均
街
論
に
あ
る
。
　
『
杜
会
的

労
働
の
組
織
』
が
生
産
関
係
と
等
置
さ
れ
て
、
生
産
手
段
の
所
有
関
係

が
無
視
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
生
産
関
係
が
生
産
力
の
杜
会
化
に
つ
れ
て

杜
会
化
さ
れ
る
が
故
に
、
両
者
の
間
に
は
そ
の
矛
盾
の
一
時
的
・
消
極

的
解
決
を
つ
ね
に
く
り
返
し
て
照
応
の
永
続
性
が
生
じ
、
こ
こ
か
ら
生

産
力
に
と
っ
て
生
産
関
係
が
桂
楕
に
転
化
す
る
理
論
は
生
じ
て
こ
な
い
。

そ
の
結
果
、
基
本
的
矛
盾
は
永
遠
に
、
二
時
的
解
決
』
を
与
え
ら
れ
る
。

＠
こ
の
よ
う
な
理
論
の
う
え
に
、
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
杜
会
化
の

最
高
の
段
階
と
し
て
設
定
さ
れ
る
国
独
資
は
、
現
段
階
に
特
有
の
腐

朽
・
寄
生
的
性
格
を
刻
印
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
初
期
資
本
主
義
の
生
産

関
係
と
同
様
の
生
産
力
を
発
展
さ
せ
る
、
生
産
力
の
要
請
に
答
え
る
進

歩
的
性
格
を
与
え
ら
れ
る
」
（
『
新
マ
ル
ク
ス
経
済
学
講
座
」
第
三
巻
、
一
〇

七
べ
ー
ジ
）
。

　
　
　
　
共
同
研
究
室

の
　
坂
野
論
文
は
、
か
か
る
ツ
ィ
ー
シ
ャ
ソ
ク
批
判
ま
で
を
論
述
し
て

い
る
が
、
そ
れ
以
後
、
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
家
独
占
資
本
主
義
研
究

は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
た
か
。
そ
の
内
容
上
の
到
達
点
は
あ
と
で

紹
介
す
る
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
そ
の
経
過
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

　
ツ
ィ
ー
シ
ャ
ソ
ク
理
論
を
め
ぐ
る
論
争
以
後
、
ド
イ
ツ
杜
会
主
義
統

一
党
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
科
学
的
分
析
を
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国

の
杜
会
科
学
者
た
ち
に
、
要
請
し
て
い
る
。
西
ド
イ
ツ
の
国
家
独
占
資

本
主
義
と
た
た
か
っ
て
い
る
労
働
老
階
級
の
戦
略
・
戦
術
に
，
、
科
学
的

な
基
礎
づ
け
を
あ
た
え
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
一
九
六

五
年
一
月
号
『
ア
イ
ソ
ハ
イ
ト
』
に
、
ホ
ル
ス
ト
・
ヘ
ム
ベ
ル
ガ
ー
、

リ
ュ
ッ
ツ
・
マ
イ
ヤ
ー
、
ハ
イ
ソ
ツ
・
ペ
ト
ラ
ク
、
オ
ッ
ト
ー
ニ
フ
イ

ソ
ホ
ル
ト
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ソ
ツ
・
シ
ュ
ワ
ソ
ク
の
連
名
で
『
今
目
の

帝
国
主
義
　
　
西
ト
イ
ツ
に
お
け
る
国
家
独
占
資
本
主
義
』
と
題
す
る

テ
ー
ゼ
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
テ
ー
ゼ
は
、
一
九
六
四
年
十
一
月
、
ド

イ
ツ
杜
会
主
義
統
一
党
付
属
杜
会
科
学
研
究
所
が
主
催
し
た
公
開
討
論

会
を
へ
て
、
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
テ
ー
ゼ
は
、

集
団
労
作
に
１
よ
る
著
書
『
今
日
の
帝
国
主
義
』
（
一
九
六
五
年
）
の
出
版

へ
と
す
す
む
。

　
前
出
五
氏
に
。
よ
る
『
今
日
の
帝
国
主
義
　
　
西
ト
イ
ツ
の
国
家
独
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
二
二
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
二
号
）

資
本
主
義
』
に
か
ん
す
る
テ
ー
ゼ
、
お
よ
び
同
じ
表
題
で
出
版
さ
れ
た

著
書
は
、
替
否
両
論
の
反
響
を
う
ん
だ
。
　
『
ア
イ
ン
ハ
イ
ト
』
は
、
二

年
問
の
討
議
で
提
起
さ
れ
た
最
も
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
、
著
者
集
団

に
意
見
を
も
と
め
た
。
著
者
集
団
は
、
批
判
的
な
意
見
に
つ
い
て
、
も

っ
と
も
基
本
的
た
六
つ
の
項
目
に
し
ぼ
っ
て
見
解
を
発
表
し
た
。
　
『
ア

イ
ソ
ハ
イ
ト
』
一
九
六
七
年
一
月
号
に
の
せ
ら
れ
た
『
西
ド
イ
ツ
の
国

家
独
占
資
本
主
義
に
か
ん
す
る
六
つ
の
確
認
』
と
い
う
論
文
が
そ
れ
で

あ
る
。

　
こ
の
論
文
は
、
六
つ
の
項
目
に
し
ぼ
っ
た
中
間
的
な
ま
と
め
で
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
、
批
判
的
意
見
に
た
い
す
る
全
面
的
回
答
は
他
に
準
備

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
私
の
報
告
で
は
、
東
ド
イ
ツ
の
国
家
独
占
資
本

主
義
研
究
の
一
つ
の
到
達
点
を
し
め
す
も
の
と
し
て
、
こ
の
『
六
つ
の

確
認
』
を
の
ち
ほ
ど
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ｂ
、
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
国
家
独
占
資
本
主
義
研
究
の
主
要
な
流
れ

○
り
　
ア
ソ
リ
・
ク
ロ
ー
ド
『
資
本
主
義
的
集
中
　
　
経
済
権
力
と
ド
ゴ

ー
ル
権
力
』
（
牧
野
純
夫
他
訳
『
フ
ラ
ソ
ス
の
独
占
資
本
』
）
は
、
　
一
九
五
八

年
、
ド
ゴ
ー
ル
政
権
の
成
立
に
っ
い
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。　

そ
れ
は
、
　
「
現
代
フ
ラ
ソ
ス
資
本
主
義
の
根
本
的
傾
向
で
あ
る
独
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
（
二
二
四
）

資
本
主
義
か
ら
国
家
独
占
資
本
主
義
へ
の
全
面
的
移
行
を
反
映
」
し
て

い
る
。
　
「
即
ち
、
経
済
権
力
の
独
占
的
行
使
が
、
金
融
寡
頭
制
を
必
然

的
に
政
治
権
力
の
独
占
的
行
使
の
追
及
に
導
き
、
フ
ラ
ソ
ス
資
本
主
義

の
現
実
の
土
台
で
あ
る
国
家
独
占
資
本
主
義
に
も
っ
と
も
厳
密
に
照
応

す
る
政
治
的
上
部
構
造
と
し
て
の
独
占
体
の
直
接
統
治
と
た
っ
た
」
と
。

　
フ
ラ
ソ
ス
で
は
、
こ
う
し
た
ド
ゴ
ー
ル
政
権
下
で
、
国
家
独
占
資
本

主
義
研
究
が
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
中
心
課
題
と
な
っ
た
と
い
わ
れ

る
。吻

　
フ
ラ
ソ
ス
に
お
げ
る
国
家
独
占
資
本
主
義
研
究
の
一
つ
の
道
標
を

な
す
の
は
、
一
九
六
六
年
五
月
、
　
『
エ
コ
ノ
ミ
ー
・
エ
・
ポ
リ
テ
ィ
ー

ク
』
誌
主
催
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
国
家
独
占
資
本
主
義
に
か
ん
す
る
国

際
会
議
」
で
あ
る
。
そ
の
大
要
は
、
東
北
大
学
の
金
田
重
喜
氏
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
（
『
研
究
年
報
経
済
学
』
第
三
二
巻
、
第
三
号
）
、
こ

の
会
議
に
フ
ラ
ン
ス
側
が
提
出
し
た
題
名
と
報
告
書
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

　
Ｐ
・
ボ
ッ
カ
ラ
「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
定
義
」
、
「
国
家
独
占
資
本

　
　
　
主
義
、
資
本
蓄
積
と
生
産
の
公
共
投
資
」

　
Ｈ
・
ク
ロ
ー
ド
「
国
家
独
占
資
本
主
義
と
蓄
積
」

　
Ｌ
．
ロ
ー
ラ
ソ
「
国
家
独
占
資
本
主
義
と
勤
労
住
民
の
搾
取
」



　
Ｒ
　
ピ
ロ
ヅ
リ
「
国
家
独
占
資
本
主
義
と
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
」

　
Ｆ
　
ラ
ザ
ー
ル
「
国
家
独
占
資
本
主
義
、
独
占
企
業
と
国
有
化
」

　
Ｊ
　
フ
ァ
ー
ブ
ル
「
国
家
独
占
資
本
主
義
と
国
有
化
」

　
Ｆ
　
ト
ラ
ヴ
ァ
ル
「
国
家
独
占
資
本
主
義
と
帝
国
主
義
的
統
合
」

　
Ａ
　
バ
ル
ジ
ェ
ネ
「
理
論
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
国
家
独
占
資
本
主
義
」

　
Ｈ
　
ジ
ュ
ル
ダ
ソ
「
国
家
独
占
資
本
主
義
、
民
主
主
義
と
杜
会
主
義
」

　
Ｗ
　
ロ
シ
ェ
「
結
語
」

　
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
書
記
長
ロ
シ
エ
が
「
結
語
」
を
述
べ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
東
ド
イ
ツ
の
ぼ
あ
い
と
同
様
に
、

こ
の
集
団
研
究
も
た
ん
に
一
般
的
な
意
味
で
の
集
団
研
究
で
は
な
く
、

労
働
者
党
の
杜
会
変
革
の
展
望
に
関
連
す
る
研
究
で
あ
っ
た
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
。

ゆ
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
げ
る
国
家
独
占
資
本
主
義
研
究
は
、
一
九
六
八
年

「
五
月
ゼ
ネ
ス
ト
」
に
よ
る
ド
ゴ
ー
ル
退
陣
を
契
機
と
し
て
一
飛
躍
を

と
げ
る
。
フ
ラ
ソ
ス
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
家
は
、
ド
ゴ
ー
ル
体
制

に
集
中
さ
れ
た
フ
ラ
ソ
ス
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
を
分
析
し
て
き
た

が
、
六
八
年
五
月
闘
争
は
、
分
析
の
力
点
を
国
家
独
占
資
本
主
義
に
。
た

い
す
る
闘
争
方
向
へ
と
、
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
か

か
る
研
究
の
新
た
な
動
向
は
、
　
「
す
べ
て
の
民
主
勢
力
の
反
独
占
革
命

　
　
　
　
共
同
研
究
室

の
可
能
性
を
利
用
し
」
、
「
現
実
的
な
展
望
を
き
り
ひ
ら
く
」
こ
と
を
強

調
し
た
ロ
シ
ェ
の
報
告
（
一
九
六
八
年
七
月
、
フ
ラ
ソ
ス
共
産
党
中
央
委
員

会
報
告
）
に
励
ま
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
の
重
要
な
研
究
成
果
と
し
て
、
私
た
ち
は
、
フ
ラ
ソ
ス
共
産

党
中
央
委
員
会
経
済
部
の
集
団
的
討
議
を
集
約
し
た
『
フ
ラ
ソ
ス
と
国

家
独
占
資
本
主
義
の
危
機
』
（
一
九
六
九
年
十
一
月
『
エ
コ
ノ
ミ
ー
・
エ
・
ポ

リ
テ
ィ
ー
ク
』
）
、
　
ポ
ー
ル
・
ボ
ツ
カ
ラ
『
国
家
独
占
資
本
主
義
の
危
機

と
労
働
者
の
闘
争
』
（
一
九
七
〇
年
三
月
号
、
同
上
付
録
）
、
　
経
済
部
集
団

労
作
『
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
に
お
け
る
搾
取
の
今
日
的
形
態
』

（
同
上
誌
、
七
〇
年
九
月
号
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
労
作
の
最
終
的
な
ま
と
め
と
し
て
、
一
九
七
一
年
『
エ
コ
ノ
ミ

ー
．
工
．
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
』
の
協
力
者
集
団
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
共
産
党

中
央
委
員
会
経
済
部
の
名
で
、
　
『
国
家
独
占
資
本
主
義
　
　
マ
ル
ク
ス

主
義
経
済
学
概
論
』
（
全
２
巻
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
前
出
、

『
エ
コ
ノ
、
、
、
１
・
エ
・
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
」
の
論
文
『
国
家
独
占
資
本
主

義
の
も
と
に
お
げ
る
搾
取
の
今
日
的
形
態
』
は
、
著
書
『
国
家
独
占
資

本
主
義
　
　
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
概
論
』
の
第
四
篇
『
搾
取
』
の
項

と
、
そ
の
内
容
は
同
一
に
た
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
国
家
独
占
資
本
主
義
研
究
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
二
二
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
二
号
）

新
し
い
研
究
段
階
の
出
発
点
と
な
っ
た
ボ
ツ
カ
ラ
の
論
文
『
国
家
独
占

資
本
主
義
の
定
義
』
（
一
九
六
六
年
）
と
、
著
書
『
国
家
独
占
資
本
主
義

　
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
概
論
』
の
第
四
篇
「
搾
取
」
、
　
す
た
わ
ち
一
九

七
〇
年
九
月
『
エ
コ
ノ
ミ
ー
・
エ
・
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
』
誌
の
論
文
名
で

い
え
ば
、
　
『
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
に
お
け
る
搾
取
の
今
日
的
形

態
』
を
、
あ
と
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
あ
ら
か
じ
め
断

っ
て
お
く
が
、
上
記
の
『
搾
取
の
今
目
的
形
態
』
に
つ
い
て
は
、
わ
が

国
の
半
年
刊
研
究
誌
『
現
代
の
労
働
組
合
運
動
』
第
一
集
に
お
い
て
、

井
出
洋
、
田
沼
肇
、
大
木
一
訓
、
高
木
督
夫
、
柴
田
政
義
の
諸
氏
が
詳

細
な
紹
介
と
と
も
に
検
討
を
く
わ
え
た
論
文
を
書
い
て
お
り
、
私
は
、

こ
れ
ら
の
論
文
を
基
礎
に
若
干
の
コ
メ
ソ
ト
を
あ
た
え
る
に
と
ど
め
る
。

　
１
、
ホ
ル
ス
ト
・
ヘ
ム
ベ
ル
ガ
ー
、
ル
ツ
ソ
・
マ
イ
ヤ
ー
、
ハ
イ
ソ

　
　
　
ツ
・
ベ
ト
ラ
ク
、
オ
ッ
ト
ｉ
、
ラ
イ
ソ
ホ
ル
ト
、
カ
ー
ル
・
ハ

　
　
　
イ
ソ
ツ
・
シ
ュ
ワ
ソ
ク
『
西
ド
イ
ツ
の
国
家
独
占
資
本
主
義
に

　
　
　
か
ん
す
る
六
つ
の
確
認
』
の
簡
単
な
紹
介

　
論
文
『
国
家
独
占
資
本
主
義
に
か
ん
す
る
六
つ
の
確
認
』
は
、
著
書

『
今
日
の
帝
国
主
義
』
に
た
い
す
る
批
判
的
意
見
に
た
い
し
て
反
論
す

る
と
と
も
に
、
今
目
の
国
家
独
占
資
本
主
義
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、

次
の
六
点
を
基
本
的
な
視
点
と
し
て
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
二
二
六
）

ｏ
ｏ
第
一
に
、
「
国
家
独
占
資
本
主
義
は
帝
国
主
義
の
最
後
の
局
面
で

あ
る
」
こ
と
を
、
確
認
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
一
九
六
五
年
の
『
テ
ー
ゼ
』
お
よ
び
『
今
日
の
帝
国
主
義
』

が
、
分
析
の
出
発
点
を
「
西
ド
イ
ツ
で
は
一
九
五
〇
年
の
ほ
ぽ
半
ぽ
ご

ろ
に
。
、
国
家
独
占
資
本
主
義
へ
の
完
全
た
移
行
が
完
了
し
た
」
と
い
う

観
定
に
お
い
た
こ
と
に
。
た
い
す
る
批
判
、
疑
問
に
た
い
し
て
、
答
え
た

も
の
で
あ
る
。

　
「
国
家
独
占
資
本
主
義
へ
の
完
全
な
移
行
」
は
、
こ
れ
を
論
理
的
に

つ
め
て
考
え
る
と
、
独
占
資
本
主
義
の
終
末
を
宣
言
し
、
杜
会
主
義
革

命
を
余
計
な
も
の
に
し
て
し
ま
い
は
し
な
い
か
。
国
家
独
占
資
本
主
義

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、

へ
の
完
全
な
、
あ
る
い
は
最
終
的
な
移
行
は
完
了
し
た
と
い
う
定
式
は
、

正
確
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
帝
国
主
義
の
基
本
的
経
済
法

則
と
別
に
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
特
殊
な
理
論
は
必
要
で
は
な
い
の

で
は
た
い
か
。
こ
う
し
た
批
判
・
疑
問
に
た
い
し
て
、
　
『
確
認
』
は
お

よ
そ
次
の
よ
う
に
こ
た
え
て
い
る
。

　
帝
国
主
義
の
歴
史
上
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
を
区
別
す
べ
き
で
、
今
目
の

国
家
独
占
体
制
へ
の
移
行
は
、
帝
国
主
義
の
発
展
に
お
げ
る
新
し
い
局

面
の
終
り
で
は
な
く
始
り
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
一
時
期
は
、
歴
史
的

に
観
察
す
る
と
、
帝
国
主
義
の
最
後
の
局
面
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、



国
家
独
占
的
支
配
体
制
と
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
と
の
関
係
も
で
て

く
る
の
で
あ
っ
て
、
国
家
独
占
的
支
配
体
制
の
形
成
は
、
む
し
ろ
資
本

主
義
の
全
般
的
危
機
の
決
定
的
な
標
識
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

段
階
に
お
げ
る
経
済
法
則
お
よ
び
矛
盾
の
特
殊
な
運
動
・
現
象
形
態
を

研
究
し
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
適
応
し
た
帝
国
主
義
に
た
い
す
る
闘
争
の

戦
略
・
戦
術
を
開
発
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
国
家
独

占
資
本
主
義
へ
の
移
行
は
、
帝
国
主
義
の
本
質
を
な
ん
ら
変
化
さ
せ
な

い
か
ら
、
帝
国
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
を
無
視
す
る
こ
と
は
誤
り
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
則
は
、
特
殊
た
形
態
お
よ
び
条
件
の
も
と
で

作
用
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
創
造
的
た
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主

義
の
帝
国
主
義
理
論
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

閉
第
二
に
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
体
制
下
で
、
資
本
主
義
の
矛
盾

の
運
動
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
疑
間
に
た
い
し
て
、
っ
ぎ
の
よ
う

な
意
味
で
、
資
本
主
義
の
「
基
本
矛
盾
は
激
化
す
る
」
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

　
今
日
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の
特
徴
を
し
め
す
も
の
は
、
経
済
的
・

杜
会
的
発
展
過
程
を
ま
す
ま
す
国
家
の
力
を
か
り
て
計
画
し
、
指
導
し
、

解
決
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
た
い
必
要
と
、
こ
れ
に
関
係
あ
る
国
家
の
多
数

は
、
こ
の
国
家
お
よ
び
国
家
の
政
策
に
、
な
ん
ら
の
決
定
的
な
影
響
を

　
　
　
　
共
同
｝
研
究
室

も
っ
て
い
な
い
し
、
す
べ
て
の
負
担
を
負
わ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
た
い
と
い

う
こ
と
の
基
本
矛
盾
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
敵
対
的
矛
盾
の
な
か
で
、

今
目
の
帝
国
主
義
の
弁
証
法
は
作
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
弁
証
法
は
、

資
本
主
義
を
強
め
て
救
い
出
す
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
廃
止
を
歴
史
的

に
ず
っ
と
前
か
ら
日
程
に
の
ぼ
せ
て
い
る
。

ゆ
第
三
に
、
国
家
独
占
資
本
主
義
に
お
げ
る
矛
盾
の
体
系
お
よ
び
運

動
移
態
に
と
っ
て
、
　
「
経
済
的
矛
盾
と
政
治
的
矛
盾
と
の
密
接
な
か
ら

み
合
い
が
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
」
こ
と
を
、
確
認
し
て
い
る
。

　
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
独
占
の
権
力
と
国
家
の
権
力
が
、

統
一
的
な
機
構
に
ー
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
っ
て
な
い
ほ
ど

経
済
的
矛
盾
が
政
治
的
矛
盾
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
し
、
ま
た
そ
の
逆
に

も
な
る
。
こ
れ
は
、
経
済
循
環
の
外
で
作
用
し
て
い
る
要
因
が
、
資
本

の
杜
会
的
再
生
産
過
程
に
た
い
し
て
、
ま
す
ま
す
影
響
力
を
つ
よ
め
て

い
る
か
ら
で
、
以
前
に
は
、
矛
盾
の
運
動
は
も
っ
ぱ
ら
循
環
の
運
動
に

依
存
し
て
い
た
が
、
い
ま
や
、
非
循
環
的
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
別
の
要

因
が
、
資
本
主
義
的
矛
盾
の
体
系
に
た
い
し
て
、
ま
す
ま
す
重
要
な
意

味
を
お
び
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

↑
り
　
第
四
に
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
、
経
済
法
則
の
作
用
の

自
然
発
生
性
は
、
　
「
あ
る
て
い
ど
制
限
さ
れ
る
」
こ
と
を
確
認
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
二
二
七
）
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る
。　

こ
れ
は
「
再
生
産
過
程
の
国
家
独
占
資
本
主
義
的
調
整
」
を
、
資
本

主
義
的
自
然
発
生
性
の
玩
象
的
彩
態
と
し
て
把
握
し
ょ
う
と
す
る
見
解

に
、
対
置
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
た
ち
は
い
う
。
独
占
資
本
は
、
帝
国
主

義
国
家
の
助
げ
を
か
り
て
、
意
識
的
に
経
済
法
則
を
利
用
し
、
国
民
経

済
の
意
識
的
制
御
を
拡
大
し
て
お
り
、
こ
れ
は
経
済
法
則
の
作
用
の
自

然
発
生
性
の
制
隈
と
む
す
び
っ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
国
家
独
占
的
調

整
措
置
は
、
独
占
資
本
の
極
め
て
隈
定
さ
れ
た
利
潤
、
権
力
利
益
だ
け

に
従
属
し
て
い
る
の
で
、
敵
対
的
矛
盾
の
尖
鋭
化
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

旧
　
第
五
に
、
　
「
慢
性
的
不
安
定
性
は
経
済
循
環
を
変
化
さ
せ
る
」
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
こ
の
確
認
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
下
で
循
環
の
形
態
が
変
化
し
た

こ
と
か
ら
あ
ら
わ
れ
た
、
二
っ
の
誤
っ
た
煩
向
に
た
い
す
る
批
判
を
ふ

く
ん
で
い
る
。
論
文
『
六
つ
の
確
認
』
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
に
よ

っ
て
恐
慌
お
よ
び
循
環
は
克
服
さ
れ
る
と
す
る
独
占
資
本
と
そ
の
理
論

家
に
た
い
し
て
、
さ
ら
に
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
陣
営
内
部
に
あ
る
恐
慌

の
周
期
は
遅
か
れ
早
か
れ
昔
の
姿
に
も
ど
る
と
か
、
国
家
独
占
的
調
整

措
置
は
何
ら
重
要
な
効
果
を
あ
げ
て
い
な
い
と
か
い
っ
た
、
い
ぜ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
二
二
八
）

「
深
刻
た
恐
慌
が
、
き
っ
と
階
級
闘
争
の
任
務
を
解
決
し
て
く
れ
る
だ

ろ
う
」
と
考
え
る
「
日
和
見
的
な
期
待
」
に
た
い
し
て
著
書
『
今
目
の

帝
国
主
義
』
か
ら
引
用
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
こ
た
え
て
い
る
。

　
「
基
本
的
な
資
本
主
義
の
矛
盾
の
発
展
は
、
と
り
わ
げ
不
安
定
性
の

増
大
に
あ
ら
わ
れ
る
し
、
こ
の
不
安
定
性
に
は
、
大
き
さ
も
ま
ち
ま
ち

で
あ
れ
ば
、
長
さ
も
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ム
と
恐
慌
が
結
び
っ
い
て
お
り
、

し
か
も
循
環
の
不
規
則
さ
が
増
大
す
る
。
…
…
今
目
の
独
占
資
本
主
義

は
、
資
本
主
義
経
済
の
全
面
的
、
永
続
的
な
不
安
定
性
の
増
大
と
循
環

的
に
経
過
す
る
再
生
産
過
程
と
の
結
合
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。
こ
の

再
生
産
過
程
の
経
過
の
特
徴
を
し
め
す
も
の
が
、
経
済
の
個
々
の
部
分

の
恐
慌
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

　
国
家
独
占
的
措
置
は
、
あ
れ
こ
れ
の
形
で
の
　
　
一
般
的
過
剰
生
産

恐
慌
ま
た
は
部
分
的
恐
慌
と
し
て
の
　
　
恐
慌
を
、
し
た
が
っ
て
再
生

産
過
程
の
循
環
的
経
過
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
全
面
的
な
不

安
定
性
を
強
め
る
煩
向
が
あ
る
」
。

　
そ
れ
で
は
、
著
者
た
ち
の
い
う
「
全
面
的
不
安
定
性
」
を
あ
ら
わ
す

指
標
は
な
に
か
。
第
一
に
、
経
済
の
個
々
の
部
門
に
お
け
る
恐
慌
お
よ

び
停
滞
現
象
の
数
、
規
模
、
期
間
な
ら
び
に
そ
の
影
響
が
、
い
ち
じ
る

し
く
増
加
し
た
こ
と
。
第
二
に
、
今
目
で
は
矛
盾
は
、
ま
す
ま
す
古
典



的
循
環
か
ら
独
立
し
、
そ
の
外
部
で
あ
ら
わ
れ
て
先
鋭
化
し
て
い
る
こ

と
（
た
と
え
ば
、
生
産
は
低
下
し
た
い
の
に
失
業
者
の
数
は
増
大
し
て
い
る
）
、

第
三
に
、
現
在
の
条
件
の
も
と
で
は
、
成
長
率
の
低
下
お
よ
び
個
々
の

経
済
部
門
に
お
け
る
恐
慌
・
停
滞
現
象
の
結
果
に
よ
っ
て
、
は
る
か
に

悪
い
結
果
が
、
労
働
老
階
級
そ
の
他
の
勤
労
者
に
生
じ
て
い
る
、
な
ど
。

ゆ
　
そ
し
て
、
最
後
に
国
家
独
占
資
本
主
義
は
帝
国
主
義
の
最
後
の
局

面
、
杜
会
主
義
の
直
接
的
な
物
質
的
準
備
で
あ
る
が
、
国
家
独
占
的
支

配
体
制
と
変
革
と
の
た
め
の
闘
い
と
の
間
に
は
、
反
帝
民
主
主
義
の
闘

い
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
　
『
確
認
』
し
て
い
る
。

　
皿
、
ポ
ー
ル
・
ボ
ツ
カ
ラ
『
国
家
独
占
資
本
主
義
の
定
義
』
（
一
九
六

　
　
　
六
年
）
の
簡
単
な
紹
介

　
ボ
ツ
カ
ラ
は
、
こ
の
論
文
で
「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
問
題
の
概
括

的
な
境
界
線
の
設
定
」
と
、
　
「
そ
の
分
析
の
諸
原
則
に
か
ん
す
る
前
提

的
な
討
論
」
を
提
起
し
た
い
と
し
て
い
る
。
っ
ま
り
、
彼
は
、
国
家
独

占
資
本
主
義
と
は
何
か
を
、
確
定
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

い
　
ま
ず
第
一
章
で
、
国
家
独
占
資
本
主
義
は
、
資
本
主
義
の
ど
の
よ

う
な
発
展
段
階
を
意
－
味
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
あ
っ
か
っ
て
い
る
。

　
彼
に
よ
れ
ば
、
資
本
主
義
は
、
資
本
制
単
純
協
業
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ュ
ァ
段
階
、
古
典
た
工
場
段
階
（
す
た
わ
ち
完
全
競
争
の
段
階
）
、
帝
国

　
　
　
　
共
同
研
究
室

主
義
段
階
（
独
占
一
般
の
段
階
）
に
区
分
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
最
後

の
帝
国
主
義
段
階
、
す
な
わ
ち
独
占
一
般
の
段
階
は
、
単
な
る
独
占
資

本
主
義
の
局
面
か
ら
国
家
独
占
資
本
主
義
の
局
面
へ
と
発
展
す
る
、
と

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
家
独
占
資
本
主
義
は
、
帝
国
主
義
段
階
の
一

局
面
で
あ
り
、
帝
国
主
義
の
新
し
い
局
面
で
あ
る
。

　
帝
国
主
義
の
新
し
い
局
面
と
し
て
の
国
家
独
占
資
本
主
義
そ
れ
自
体

も
、
も
ち
ろ
ん
歴
史
的
に
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ぼ
、

国
家
独
占
資
本
主
義
は
、
第
一
次
大
戦
中
に
崩
芽
が
あ
ら
わ
れ
、
世
界

恐
慌
を
経
過
し
た
三
〇
年
代
の
二
つ
の
試
み
（
ナ
チ
経
済
、
ニ
ュ
ー
・
デ

イ
ー
ル
）
、
戦
時
国
家
独
占
資
本
主
義
を
経
て
、
第
二
次
大
戦
後
に
１
全
面

的
な
発
展
を
み
た
。

似
第
二
章
で
は
、
帝
国
主
義
の
新
し
い
局
面
で
あ
る
国
家
独
占
資
本

主
義
に
っ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
諸
文
献
が
こ
れ
を
ど

の
よ
う
に
あ
と
づ
げ
て
き
た
か
を
、
検
討
し
て
い
る
。

　
彼
は
、
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
が
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
ク
論
』
の
な
か
で
、
資
本

主
義
的
形
態
の
も
と
に
お
け
る
生
産
手
段
の
杜
会
化
の
必
然
性
を
、
強

調
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
生
産
手
段
は
、
そ
の
本
来
的
な
杜
会

的
性
格
か
ら
し
て
、
資
本
関
係
の
内
部
で
自
分
の
杜
会
的
本
性
を
承
認

せ
よ
と
せ
ま
る
。
こ
う
し
て
、
生
産
手
段
の
「
杜
会
化
の
形
態
」
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
二
二
九
）
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株
式
会
杜
、
ト
ラ
ス
ト
、
国
有
財
産
（
国
有
化
）
へ
と
転
化
、
発
展
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
資
本
主
義
的
国
有
化
の
も
と
で
は
、
　
「
資
本
関
係
は
廃
止

さ
れ
な
い
で
、
極
端
に
お
し
す
す
め
ら
れ
る
」
。
し
か
し
、
「
生
産
力
の

国
家
的
所
有
は
、
解
決
の
彩
式
上
の
手
続
き
を
内
に
蔵
し
て
い
る
」
。

労
働
老
階
級
が
国
家
権
力
を
掌
握
し
、
ま
ず
生
産
手
段
を
国
有
財
産
に

転
化
す
る
の
は
、
か
か
る
生
産
手
段
の
杜
会
的
本
性
に
立
脚
し
て
い
る
。

　
ボ
ッ
カ
ラ
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
本
質
を
解
明
す
る
鍵
を
あ
た

え
る
も
の
と
し
て
、
レ
ー
ニ
ソ
の
『
さ
し
せ
ま
る
破
局
』
と
『
国
家
と

革
命
』
が
、
国
家
独
占
資
本
主
義
を
ど
の
よ
う
に
素
描
し
て
い
る
か
に

着
目
し
、
次
の
箇
所
を
引
用
す
る
。

　
「
戦
争
は
、
独
占
資
本
主
義
の
国
家
独
占
資
本
主
義
へ
の
転
化
を
異

常
に
早
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
類
を
杜
会
主
義
に
む
か
っ
て
異
常
に
近

づ
げ
た
が
、
こ
れ
こ
そ
歴
史
の
弁
証
法
で
あ
る
。
：
…
（
戦
争
が
）
そ
の

惨
禍
に
よ
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の
蜂
起
を
う
み
だ
す
か
ら
だ
げ
で
た
く

　
　
も
し
杜
会
主
義
が
経
済
的
に
成
熟
し
て
い
た
い
た
ら
ぱ
ど
の
よ
う

な
蜂
起
も
杜
会
主
義
を
生
み
だ
し
は
し
た
い
だ
ろ
う
　
　
国
家
独
占
資

本
主
義
が
、
杜
会
主
義
の
た
め
の
も
っ
と
も
完
全
な
物
質
的
準
傭
で
あ

り
、
杜
会
主
義
の
入
口
で
あ
り
、
そ
れ
と
杜
会
主
義
と
名
づ
げ
ら
れ
る

一
段
の
あ
い
だ
に
－
は
、
ど
ん
な
中
間
段
階
も
な
い
よ
う
な
、
歴
史
の
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
二
三
〇
）

階
の
一
段
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
（
レ
ー
ニ
ソ
『
さ
し
せ
ま
る
破
局
、
そ
れ

と
ど
う
た
た
か
う
か
』
）
。

　
帝
国
主
義
は
、
　
「
金
融
資
本
の
時
代
、
巨
大
な
資
本
主
義
的
独
占
体

の
時
代
、
独
占
資
本
主
義
が
国
家
独
占
資
本
主
義
へ
の
成
長
、
転
化
す

る
時
代
」
で
あ
る
（
レ
ー
ニ
ソ
『
国
家
と
革
命
』
）
。

　
ボ
ッ
ヵ
ラ
は
、
レ
ー
ニ
ソ
以
後
、
す
た
わ
ち
一
九
一
七
年
か
ら
現
代

ま
で
、
国
家
独
占
資
本
主
義
に
許
容
さ
れ
る
真
の
理
論
は
あ
ら
わ
れ
て

い
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
後
の
諸
労
作
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

コ
メ
ソ
ト
を
つ
け
て
い
る
。

　
ヴ
ァ
ル
ガ
『
経
済
的
・
杜
会
的
・
政
治
的
危
機
』
（
一
九
三
四
年
）
。

国
家
の
役
割
の
発
展
に
つ
い
て
は
正
し
く
強
調
し
て
い
る
が
、
国
家
独

占
資
本
主
義
を
「
恐
慌
を
克
服
す
る
む
だ
な
試
み
」
と
言
い
き
る
の
は

正
確
で
な
い
し
、
国
独
資
の
客
観
的
な
過
程
が
、
変
革
運
動
に
提
供
す

る
新
し
い
武
器
を
み
て
い
な
い
。

　
ヴ
ァ
ル
ガ
、
メ
ソ
デ
リ
ソ
ソ
『
レ
ー
ニ
ソ
の
帝
国
主
義
論
へ
の
補
足

資
料
』
（
一
九
三
八
年
）
。
　
帝
国
主
義
の
寄
生
性
・
腐
朽
性
の
側
面
の
み

を
強
調
、
国
家
独
占
資
本
主
義
が
あ
ら
わ
し
て
い
る
経
済
構
造
の
変
化

に
注
目
せ
ず
、
資
本
主
義
の
発
展
の
破
局
的
な
見
透
し
に
偏
し
て
い
る
。

　
ス
タ
ー
リ
ソ
『
杜
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
』
（
一
九
五
二
年
）
。
　
第



二
次
大
戦
後
に
お
け
る
資
本
主
義
の
急
速
な
発
展
を
否
定
す
る
誤
ち
を

お
か
し
て
い
る
が
、
　
「
独
占
性
へ
の
国
家
の
従
属
」
を
指
摘
し
、
国
家

独
占
資
本
主
義
に
つ
い
て
戦
後
の
研
究
に
道
を
ひ
ら
い
た
点
は
、
評
価

さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
ス
タ
ー
リ
ソ
以
後
、
戦
後
の
国
家
独
占
資
本
主
義
研
究
は
一
定
の
前

進
を
と
げ
、
　
「
若
干
の
定
式
が
一
般
に
許
容
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

そ
れ
は
理
論
を
構
成
せ
ず
、
問
題
の
画
定
、
周
知
の
諸
玩
象
の
最
初
の

一
歩
化
の
試
み
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
試
み
は
、
周

知
の
現
象
の
必
然
性
を
厳
密
に
は
説
明
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
の
生
成
と

発
展
、
そ
れ
の
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
の
必
然
的
な
諸
法
則
を
提
出
し
て
い

な
い
」
。
た
と
え
ぼ
、
ソ
ヴ
ェ
ト
『
経
済
学
教
科
書
』
（
一
九
五
五
年
）
や

『
平
和
と
杜
会
主
義
の
諸
問
題
』
誌
の
定
式
は
、
現
代
資
本
主
義
は
独

占
資
本
主
義
で
あ
り
、
独
占
体
は
国
家
を
従
属
さ
せ
利
用
す
る
と
い
う

思
考
、
す
な
わ
ち
、
独
占
体
の
一
種
の
特
権
的
な
道
具
と
し
て
の
国
家

独
占
資
本
主
義
、
と
い
っ
た
把
握
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
八
一
カ
国
共
産
党
・
労
働
者
党
会
議
の
『
声
明
』
（
一
九
六

〇
年
）
は
、
明
白
に
従
前
の
諸
定
式
と
断
続
す
る
定
式
を
仕
上
げ
て
い

る
。
『
声
明
』
は
、
「
帝
国
主
義
の
諸
矛
盾
は
独
占
資
本
主
義
か
ら
国
家

独
占
資
本
主
義
へ
の
転
化
を
促
進
し
た
」
と
い
い
、
　
「
独
占
体
の
力
と

　
　
　
　
共
同
研
究
室

国
家
の
力
を
一
つ
に
結
び
つ
け
る
」
機
構
と
し
て
、
国
家
独
占
資
本
主

義
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
ボ
ッ
カ
ラ
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家

独
占
資
本
主
義
を
帝
国
主
義
（
独
占
資
本
主
義
）
の
新
し
い
局
面
・
最
後

局
面
と
し
て
み
ず
、
漢
然
と
「
現
代
資
本
主
義
」
と
呼
ん
だ
り
、
あ
る

い
は
ま
た
、
新
し
い
局
面
を
認
め
る
の
は
、
　
「
現
代
資
本
主
義
」
を
独

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

占
資
本
主
義
の
ら
ち
外
に
押
し
出
す
こ
と
に
な
り
は
せ
ぬ
か
と
考
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

り
す
る
状
況
を
、
大
胆
に
批
判
す
る
。
彼
に
よ
れ
ぼ
、
か
か
る
た
め
ら

い
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
生
産
関
係
の
形
態
と
本
質
に
つ
い
て
混
同
し
、

資
本
主
義
的
本
質
は
不
変
の
ま
ま
、
生
産
関
係
の
彫
態
は
変
化
し
う
る

こ
と
を
見
お
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
国
家
独
占
資
本
主
義
が
、
単
純
な
独
占
資
本
主
義
と
異

な
る
新
し
い
局
面
を
な
す
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
資
本
主
義
一
般
の
理
論

を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
げ
」
新
し
い
独
自
の
説
明
が
要
求
さ
れ
る

と
主
張
さ
れ
る
。

岬
　
第
三
章
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
資
本
主
義
の
歴
史
お
よ
び
マ
ル
ク

ス
主
義
学
説
の
歴
史
に
お
げ
る
問
題
の
画
定
を
基
礎
に
、
現
在
の
研
究

の
観
点
に
た
っ
た
間
題
の
画
定
が
お
こ
な
わ
れ
、
　
「
経
済
的
総
体
と
し

て
の
国
家
独
占
資
本
主
義
」
の
研
究
が
必
要
な
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
二
三
一
）
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彼
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
を
帝
国
主
義
の
一
っ
の
局
面
と
み
な
す

な
ら
ぱ
、
国
家
独
占
資
本
主
義
は
「
有
機
的
総
体
を
形
成
す
る
」
こ
と

に
な
る
、
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
国
家
独
占
資
本
主
義
が
有
機
的
総

体
を
形
づ
く
る
と
す
れ
ぱ
、
こ
れ
ま
で
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の
あ
れ

こ
れ
の
側
面
に
っ
い
て
記
述
で
は
不
十
分
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
「
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
が
歴
史
的
に
採
用

し
て
い
る
方
法
」
で
あ
る
。
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
方
法
で

は
な
く
て
、
発
展
し
っ
っ
あ
る
さ
ま
ざ
ま
の
現
象
を
、
そ
れ
ら
の
現
象

の
本
質
に
よ
っ
て
相
互
に
結
び
っ
げ
る
こ
と
に
努
力
す
る
理
論
で
あ
り
、

新
し
い
諸
現
象
を
古
い
諸
現
象
と
結
び
つ
げ
て
い
る
必
然
的
運
動
の
発

見
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
た
理
象
の
機
能
と
発
展
と
の
法
則
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
あ
る
と
、
彼
は
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
ｖ
、
ニ
コ
ノ
、
・
・
１
・
工
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
協
力
集
団
、
フ
ラ
ソ
ス
共
産

　
　
　
党
中
央
委
員
会
経
済
部
『
国
家
独
占
資
本
主
義
論
』
、
第
四
篇
、

　
　
　
「
搾
取
」
（
「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
の
搾
取
の
今
日
的
彩
態
」
）

　
　
　
の
紹
介

　
国
家
独
占
資
本
主
義
論
研
究
の
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
到
達
点
を
し
め

す
こ
の
著
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
邦
訳
全
文
は
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な

い
。
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
『
玩
代
の
労
働
組
合
運
動
』
第
一
集
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
二
三
二
）

第
四
篇
に
つ
い
て
か
な
り
く
わ
し
い
紹
介
と
検
討
を
く
わ
え
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
な
か
で
の
新
し
い
問
題
提
起
と
み
ら
れ
る
部
分
を
、
私

な
り
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

○
○
　
第
一
に
、
国
家
独
占
資
本
主
義
下
の
「
搾
取
過
程
に
お
け
る
変
化

の
本
質
は
な
に
か
」
と
い
う
問
題
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、

「
搾
取
形
態
の
資
本
主
義
的
杜
会
化
」
と
、
　
「
国
家
の
新
し
い
役
割
」

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
「
搾
取
形
態
の
資
本
主
義
的
杜
会
化
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

同
書
は
い
う
。
そ
も
そ
も
資
本
主
義
的
搾
取
は
、
ま
ず
「
生
産
労
働
者

の
生
産
し
た
剰
余
価
値
を
し
ぼ
り
と
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

過
程
に
基
礎
を
お
き
な
が
ら
、
資
本
は
搾
取
を
ひ
ろ
げ
る
。
す
べ
て
の

賃
金
労
働
者
は
労
働
の
一
部
を
無
償
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。
資
本
の
実

現
の
過
程
に
参
加
し
て
い
る
非
生
産
的
賃
金
労
働
者
も
、
剰
余
価
値
を

盗
み
と
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
す
べ
て
の
労
働
者
は
、
税
金
、
物
価
、

各
種
の
控
除
な
ど
、
集
団
的
形
態
を
と
お
し
て
搾
取
さ
れ
て
い
る
」
。

こ
の
よ
う
な
「
搾
取
形
態
の
資
本
主
義
的
杜
会
化
」
に
た
い
し
て
、
労

働
老
に
「
資
本
に
た
い
す
る
同
一
の
闘
争
の
な
か
で
こ
れ
ら
を
直
接
に

結
び
つ
げ
る
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
国
家
の
新
し
い
役
割
」
と
し
て
は
、
ど
う
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ



て
い
る
か
。
国
家
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
労
働
力
を
回
復
す
る
経
費

の
か
な
り
の
部
分
は
「
直
接
賃
金
」
だ
げ
で
な
く
、
全
勤
労
者
の
生
活

と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
教
育
・
健
康
・
住
宅
な
ど
国
家
に
よ
る

「
集
団
的
形
態
」
に
よ
っ
て
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
最
近

の
便
向
と
し
て
こ
の
「
集
団
的
形
態
」
の
給
付
面
で
の
「
経
費
を
圧
迫

し
、
制
隈
す
る
」
（
二
〇
べ
－
ジ
）
こ
と
に
よ
る
搾
取
が
強
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
点
で
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
新
た
な
搾
取
形
態
に
た
い
す
る
一

労
働
老
階
級
と
勤
労
人
民
の
統
一
基
盤
は
っ
よ
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
と

い
う
わ
げ
で
あ
る
。

の
第
二
に
、
右
の
こ
と
と
関
連
す
る
の
で
あ
る
が
、
労
働
力
の
価
値

と
労
働
力
の
価
格
に
か
ん
し
て
、
た
と
え
ぼ
「
問
接
的
賃
金
」
と
い
っ

た
新
し
い
概
念
が
、
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
「
賃
金
は
労
働
力
の
価
格
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
日
、
も
は
や
賃
金

は
、
そ
れ
だ
げ
で
は
労
働
力
の
価
値
に
対
応
し
て
い
な
い
。
じ
っ
さ
い
、

国
家
独
占
資
本
主
義
の
諾
条
件
の
も
と
で
は
、
一
方
で
は
問
接
的
賃
金

や
公
共
の
便
益
、
他
方
で
は
税
制
、
強
制
貯
蓄
、
あ
る
い
は
物
価
の
高

騰
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
控
除
を
考
え
に
い
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

…
し
た
が
っ
て
賃
金
は
主
要
た
形
態
で
は
あ
る
が
、
国
家
独
占
資
本

主
義
の
も
と
で
は
、
労
働
力
を
回
復
さ
せ
る
た
め
必
要
を
ま
か
な
う
唯

　
　
　
　
共
同
研
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一
の
・
も
の
で
は
な
い
」
（
一
〇
１
一
一
べ
ー
ジ
）
。

に
り
　
第
三
に
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
の
「
産
業
予
備
軍
の
移

態
変
化
」
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　
私
た
ち
の
ま
え
に
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の
飛

躍
的
発
展
の
も
と
で
、
産
業
予
備
軍
の
規
模
は
拡
大
し
た
の
か
、
縮
少

し
た
の
か
と
い
う
問
題
が
現
存
す
る
。
こ
の
点
に
っ
き
著
者
た
ち
は
、

国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
国
家
が
独
占
資
本
の
資
本
蓄
積
と

市
場
条
件
を
保
障
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
「
失
業
の
幾
分
の
減
少
」
を
可

能
に
し
た
が
、
他
方
で
、
大
量
の
低
賃
金
労
働
者
（
移
民
、
婦
人
労
働
者
、

老
令
者
、
青
年
、
パ
ー
ト
．
タ
イ
マ
ー
）
Ｈ
「
新
し
い
捗
態
の
産
業
予
備
軍
』

が
維
持
．
創
出
さ
れ
、
国
家
お
よ
び
資
本
に
よ
る
コ
雇
用
の
組
織
化
」

が
す
す
み
、
職
業
資
格
が
切
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
賃
金

水
準
に
た
い
し
て
失
業
以
上
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
著
者
た
ち
は
、
こ
の
「
新
し
い
形
態
の
予
傭
軍
」
に
つ
い

て
言
う
。
国
家
独
占
資
本
主
義
は
こ
れ
ら
の
技
能
の
な
い
低
賃
金
労
働

者
を
大
量
に
。
維
持
し
、
増
大
さ
せ
、
そ
れ
を
て
こ
に
し
て
労
働
力
全
体

の
価
値
を
下
落
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
段
階
で
は

こ
れ
ら
「
産
業
予
備
軍
の
新
し
い
形
態
が
あ
る
程
度
ま
で
そ
の
（
流
動

的
．
潜
在
的
．
停
滞
的
と
い
う
）
『
古
典
的
形
態
』
を
補
足
し
、
ま
た
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
二
三
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
二
号
）

れ
と
交
代
し
て
い
く
傾
向
を
も
っ
」
（
二
八
ぺ
ー
ジ
）
と
。

↑
り
第
四
に
、
い
わ
ゆ
る
現
代
の
貧
困
の
間
題
に
関
連
し
て
、
　
「
欲
望

不
充
足
の
増
大
と
搾
取
の
矛
盾
」
と
い
う
視
角
が
提
起
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　
「
欲
求
は
、
杜
会
の
発
展
の
諸
矛
盾
に
よ
っ
て
杜
会
的
．
歴
史
的
に

決
定
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
、
生
産
力
の
発
展
に
条
件
づ
け
ら
れ
る
。
欲

望
は
、
生
産
力
の
要
求
に
根
ざ
し
て
お
り
、
杜
会
的
規
模
（
ま
す
ま
す

国
際
的
に
な
っ
て
い
る
）
で
客
観
的
に
規
定
さ
れ
、
杜
会
の
歴
史
の
過
程

で
継
続
的
に
発
展
す
る
」
（
八
三
べ
ー
ジ
）
。

　
「
資
本
の
拡
大
再
生
産
の
観
点
か
ら
す
れ
ぽ
、
労
働
力
の
価
値
に
照

応
す
る
欲
望
は
増
大
す
る
。
…
－
・
労
働
力
の
価
値
は
、
生
産
力
の
歴
史

的
発
展
を
計
算
に
い
れ
た
が
ら
、
資
本
の
増
殖
を
保
障
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
労
働
力
の
回
復
と
再
生
産
に
照
応
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
こ
の

欲
望
の
増
大
が
生
ず
る
」
（
八
三
ぺ
ー
ジ
）
。

　
そ
し
て
、
か
か
る
欲
望
の
増
大
を
前
提
に
。
し
て
、
著
者
た
ち
は
、
次

の
よ
う
に
結
論
す
る
。
　
「
欲
望
と
そ
れ
を
み
た
す
手
段
と
の
あ
い
だ
の

格
差
の
増
大
、
労
働
力
の
消
耗
は
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
が
、
生
産

力
、
と
り
わ
げ
そ
の
な
か
の
主
要
な
要
素
で
あ
る
労
働
者
に
お
し
つ
け

る
矛
盾
し
た
発
展
の
結
果
で
あ
る
。
相
対
的
・
絶
対
的
形
態
で
貧
困
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
二
三
四
）

と
呼
ぱ
れ
て
き
た
も
の
は
、
こ
の
矛
盾
し
た
発
展
で
あ
る
」
（
九
八
べ
ー

ジ
）
。

　
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
最
新
の
国
家
独
占
資
本
主
義
論
は
、
い
う
ま
で

も
た
く
フ
ラ
ソ
ス
に
お
げ
る
杜
会
主
義
へ
の
展
望
を
基
礎
づ
け
る
も
の

で
あ
り
、
フ
ラ
ソ
ス
杜
会
の
恒
久
的
で
真
に
新
し
い
根
本
的
変
革
を
め

ざ
す
「
経
済
的
、
政
治
的
民
主
主
義
の
発
展
」
と
い
う
道
す
じ
を
確
定

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
検
討
す
べ
き
理
論
上
の
多
く
の
問
題

が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
労
働
問
題
に
直
接
に

関
連
す
る
部
分
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題
を
提
出
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
Ｖ
、
若
干
の
意
見
と
疑
問

　
国
家
独
占
資
本
主
義
研
究
の
最
近
の
発
展
方
向
に
つ
い
て
、
東
ド
イ

ツ
と
フ
ラ
ソ
ス
を
と
り
あ
げ
て
、
不
充
分
き
わ
ま
る
紹
介
を
し
て
き
た
。

私
た
ち
の
個
々
の
研
究
、
あ
る
い
は
共
同
研
究
に
た
い
し
て
、
い
さ
さ

か
の
刺
激
を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
に
し
て
も
、
た
ん
な
る
紹
介
だ
け
で
報
告
を
終
わ
る
わ
げ
に
は
い
く

ま
い
。
以
上
、
紹
介
し
て
き
た
最
近
の
研
究
動
向
に
か
ん
し
て
、
若
干

の
意
見
と
疑
間
を
提
出
し
て
、
報
告
の
し
め
く
く
り
と
し
た
い
。

○
ｏ
東
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ソ
ス
の
研
究
を
つ
う
じ
て
、
国
家
独
占
資
本
主

義
は
単
純
な
独
占
資
本
主
義
で
は
な
く
、
帝
国
主
義
の
新
し
い
局
面
で



あ
る
と
し
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
見
解
は
、
か

っ
て
、
国
家
独
占
資
本
主
義
を
資
本
主
義
の
「
新
し
い
段
階
」
と
す
る

か
っ
て
の
批
判
さ
れ
た
見
解
と
は
、
　
「
帝
国
主
義
の
新
し
い
局
面
」
で

あ
る
と
い
う
点
で
こ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
見
解
は
、
私
は
基

本
的
に
了
解
し
う
る
が
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
て
い
る
理
論
内
容
は
か
な

ら
ず
し
も
充
分
に
説
得
的
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

　
た
と
え
ぼ
、
こ
れ
ら
の
見
解
で
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
は
帝
国
主

義
の
新
し
い
局
面
と
い
う
の
だ
か
ら
、
逆
に
。
現
代
の
帝
国
主
義
は
国
家

独
占
資
本
主
義
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
レ
ー
ニ
ソ
の

帝
国
主
義
論
に
み
る
資
本
輸
出
、
世
界
市
場
の
分
割
、
植
民
地
主
義
と

い
っ
た
問
題
が
、
必
ず
し
も
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
理
論

構
成
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
そ
の

こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機

の
激
化
と
の
関
連
で
、
国
家
独
占
資
本
主
義
を
考
察
す
る
視
点
を
弱
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
国
家
独
占
資
本
主
義
の
生
成
・
発
展
に
ー
か
ん
し
て
は
、
六
〇
年
初
頭

の
論
争
で
は
、
こ
れ
を
資
本
主
義
の
内
的
諾
矛
盾
の
発
展
か
ら
展
開
す

る
論
者
と
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
激
化
か
ら
展
開
す
る
論
者
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
最
近
の
東
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ソ
ス
の
理
論
展
開
は
、

　
　
　
　
共
同
研
究
室

大
体
、
前
者
の
タ
ィ
プ
に
属
す
る
。
私
自
身
と
し
て
い
え
ば
、
国
家
独

占
資
本
主
義
論
は
、
こ
の
両
側
面
を
統
一
的
に
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
な

理
論
展
開
を
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
戦
後
の
発
達
し
た
資
本
主
義
国
の
再
生
産
過
程
の
展
開
を
具
体
的
に

考
え
た
ぼ
あ
い
、
た
と
え
ぼ
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
ド
ル
の
威
力
と

軍
事
力
に
よ
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
や
反
共
軍
事
同
盟
の
成
立
な
ど
、
国
家
独

占
資
本
主
義
の
国
際
的
機
構
の
形
成
を
ぬ
き
に
し
て
、
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
前
出
し
た
東
独
・
フ
ラ
ソ
ス
の
理
論
展
開
で

は
、
一
国
の
範
囲
で
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の
生
成
・
発
展
は
そ
れ
な

り
に
説
明
し
う
る
に
し
ろ
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
国
際
的
展
開
と
い

っ
た
問
題
が
有
効
に
入
り
こ
め
な
い
よ
う
な
論
理
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　
も
っ
と
も
、
国
際
通
貨
体
制
の
動
揺
・
危
機
が
激
化
す
る
に
と
も
な

い
、
資
本
主
義
、
帝
国
主
義
の
国
際
的
性
格
の
増
大
を
前
面
に
押
し
出

し
た
理
論
も
、
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
戦
後
資
本
主
義
の

重
要
な
側
面
を
あ
き
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
理
論
的
な
一
歩
前
進
を

意
味
す
る
が
、
そ
の
ぱ
あ
い
、
今
度
は
逆
に
．
か
か
る
問
題
と
一
国
の

国
家
独
占
資
本
主
義
の
生
成
・
発
展
と
の
関
連
が
明
確
で
な
い
と
い
っ

た
、
弱
点
を
う
み
だ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
二
三
五
）
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国
家
独
占
資
本
主
義
を
帝
国
主
義
の
新
し
い
局
面
と
し
て
規
定
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
帝
国
主
義
、
国
家
独
占
資
本
主
義
、
資
本
主
義
の
全
般
的

危
機
と
い
っ
た
諸
概
念
の
相
互
関
連
が
、
も
っ
と
も
統
一
的
に
説
明
さ

れ
ね
ほ
な
る
ま
い
。

の
　
ボ
ッ
カ
ラ
の
『
国
家
独
占
資
本
主
義
の
定
義
」
は
、
国
家
独
占
資

本
主
義
を
帝
国
主
義
の
新
し
い
局
面
で
あ
る
と
規
定
し
た
う
え
で
、
国

家
独
占
資
本
主
義
を
「
経
済
的
総
体
」
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
り
、

あ
れ
こ
れ
の
現
象
的
諸
側
面
を
論
述
し
た
り
、
独
占
に
奉
仕
す
る
国
家

政
策
の
あ
れ
こ
れ
を
論
述
す
る
の
で
は
駄
目
だ
と
強
調
す
る
。
こ
の
点

は
私
も
賛
成
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
の
資

本
の
新
し
い
運
動
法
則
が
確
定
さ
れ
、
現
象
と
玩
象
と
の
関
連
が
資
本

運
動
の
必
然
性
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
ね
ほ
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
そ
の
ぽ
あ
い
、
た
と
え
ほ
、
従
来
か
ら
の
懸
案
で
あ
る
平
均

利
潤
率
の
法
則
と
独
占
利
潤
の
法
則
と
の
関
連
は
ど
う
な
る
の
か
。
東

独
の
理
論
に
し
ろ
、
ま
た
フ
ラ
ソ
ス
の
理
論
に
。
し
ろ
、
こ
の
よ
う
た
理

論
上
の
根
本
問
題
を
軸
と
し
な
が
ら
、
全
過
程
を
系
統
的
に
説
明
す
る

と
い
う
点
で
は
、
ま
だ
充
分
で
は
た
い
の
で
は
た
い
か
。

ゆ
　
ま
た
双
方
の
理
論
と
も
、
国
家
独
占
資
本
主
義
と
い
う
と
き
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
二
…
ハ
）

家
的
独
占
、
公
共
的
独
占
、
あ
る
い
は
生
産
手
段
の
国
家
所
有
の
問
題

が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
と
う
ぜ
ん
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の

ば
あ
い
、
　
「
生
産
関
係
の
形
態
と
本
質
」
を
混
同
す
べ
き
で
は
な
い
と

し
て
、
生
産
関
係
の
資
本
主
義
的
本
質
を
前
提
し
た
う
え
で
、
生
産
諸

関
係
の
形
態
上
の
変
化
に
目
を
む
け
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（
ボ
ツ

ヵ
ラ
）
。
な
ぜ
、
こ
の
点
が
強
調
さ
れ
る
の
か
。
ボ
ッ
カ
ラ
は
い
う
。

　
「
わ
れ
わ
れ
自
身
の
陣
列
内
に
さ
え
、
新
し
い
諸
形
態
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
承
認
し
な
が
ら
、
生
産
諸
関
係
の
変
化
に
つ
い
て
語
る
こ

と
を
拒
否
す
る
（
こ
う
し
て
生
産
関
係
の
彩
態
と
本
質
と
を
混
同
す
る
）
意
見
、

あ
る
い
は
ま
た
、
資
本
主
義
の
衰
退
局
面
に
つ
い
て
語
り
な
が
ら
、
新

し
い
発
展
局
面
に
つ
い
て
語
る
の
を
拒
否
す
る
見
解
が
あ
る
。

　
国
民
生
活
に
た
い
す
る
独
占
体
の
権
力
の
強
化
を
確
認
し
た
一
九
六

〇
年
の
定
式
（
註
・
八
一
カ
国
共
産
党
．
労
働
者
声
明
）
の
正
し
い
表
現
か

ら
出
発
し
て
、
若
干
の
人
び
と
は
、
た
だ
杜
会
に
対
す
る
独
占
体
の
ヘ

ゲ
モ
ニ
ー
の
強
化
が
あ
る
だ
げ
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
独
占
体
の
ヘ
ゲ

モ
ニ
ｉ
の
強
化
だ
け
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
こ
の
強
化
は
、
資
本
主

義
の
諸
矛
盾
を
深
め
、
資
本
主
義
を
弁
証
法
的
に
杜
会
主
義
に
近
づ
げ

る
独
自
な
過
程
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
の
か
。
こ
れ

ら
の
過
程
は
新
し
い
型
の
経
済
的
な
武
器
を
資
本
主
義
ぱ
か
り
で
な
く
、

ｎ



さ
ら
に
は
民
主
主
義
的
革
命
運
動
に
も
提
供
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
運
動
は
、
も
し
国
家
の
指
導
権
を
に
ぎ
れ
ぼ
、
こ
れ
ら
の
過
程
を
決

定
的
に
独
占
体
に
反
す
る
方
向
に
、
む
げ
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

運
動
は
、
こ
れ
ら
の
過
程
を
人
民
の
た
め
に
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、

ま
た
新
杜
会
の
建
設
・
平
和
的
な
道
に
よ
る
杜
会
主
義
へ
の
革
命
的
移

行
の
た
め
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

　
こ
こ
で
ボ
ッ
ヵ
ラ
の
言
お
う
と
す
る
こ
と
が
、
理
解
で
き
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
、
生
産
関
係
の
形
態
上
の
変
化
、
た
と
え
ぱ
国
家

的
独
占
の
拡
大
が
、
新
し
い
型
の
経
済
的
武
器
を
、
民
主
主
義
的
革
命

運
動
に
提
供
す
る
と
い
っ
た
風
に
直
線
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

す
れ
ば
、
こ
れ
は
か
っ
て
批
判
さ
れ
た
ツ
ィ
ー
シ
ャ
ソ
ク
理
論
と
ど
う

ち
が
う
の
か
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
私
に
は
も
う
ひ
と
つ
よ
く
わ
か
ら
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
国
家
独
占
資
本
主
義
が
、
　
「
資
本
主
義
の
諸
矛
盾
を
深

め
資
本
主
義
を
弁
証
法
的
に
杜
会
主
義
に
近
づ
げ
る
独
自
な
過
程
を
発

展
さ
せ
る
」
と
い
う
指
摘
は
、
た
し
か
に
重
要
な
内
容
を
ふ
く
む
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
た
だ
そ
の
ぼ
あ
い
、
実
際
上
「
生
産
諾
関
係
の
変
化
」

（
形
態
上
の
）
が
、
資
本
主
義
の
基
本
的
矛
盾
、
内
的
諸
矛
盾
の
発
展

と
の
関
連
で
充
分
に
展
開
さ
れ
ず
、
や
や
そ
れ
と
は
き
り
は
な
さ
れ
て

　
　
　
　
共
同
研
究
室

過
大
に
強
調
さ
れ
、
そ
れ
が
「
杜
会
主
義
へ
の
革
命
的
移
行
の
た
め
に

も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
こ

と
、
そ
の
点
が
ま
だ
釈
然
と
し
な
い
。

↑
り
東
ド
イ
ツ
の
『
六
つ
の
確
認
』
に
つ
い
て
、
と
く
に
循
環
と
恐
慌

の
過
程
に
関
す
る
間
題
で
、
一
、
二
の
疑
間
を
出
し
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
一
つ
は
、
　
「
独
占
資
本
は
、
階
級
支
配
を
確
保
す
る
た
め
に
、

敵
対
的
矛
盾
に
よ
っ
て
限
ら
れ
た
一
定
の
範
囲
内
で
、
帝
国
主
義
国
家

の
助
け
を
か
り
て
、
意
識
的
に
経
済
法
則
を
利
用
す
る
こ
と
を
余
儀
た

く
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
で
は
、
国
家
独
占

資
本
主
義
、
国
家
の
資
本
主
義
の
再
生
産
過
程
の
介
入
、
た
と
え
ぼ
蓄

積
と
市
場
条
件
へ
の
介
入
が
、
循
環
過
程
を
変
容
さ
せ
て
き
た
こ
と
な

ど
が
、
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
　
『
六
つ
の
確
認
』
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
次
の
シ

ヱ
ー
ラ
ー
の
見
解
に
。
、
ま
だ
こ
だ
わ
っ
て
み
た
い
気
が
す
る
。

　
「
私
は
『
再
生
産
過
程
の
国
家
独
占
的
調
整
』
を
、
資
本
主
義
的
自

然
発
生
性
の
現
象
形
態
と
し
て
把
握
し
て
い
る
が
、
著
者
た
ち
は
ま
っ

た
く
逆
に
、
そ
れ
を
独
占
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
の
意
識
性
の
増
大
の
現
象

彩
態
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
…
…
し
か
し
、
国
家
独
占
資
本
主
義
経
済

の
範
晴
の
新
し
い
質
を
、
意
識
性
の
増
大
と
」
て
解
釈
す
る
の
は
間
違
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っ
て
い
る
。
そ
れ
は
意
識
性
の
概
念
に
ま
っ
た
く
新
し
い
意
味
を
あ
た

え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
」
（
『
六
っ
の
確
認
』
か
ら
の
再
引
用
）
。

伺
　
最
後
に
、
フ
ラ
ソ
ス
の
『
厨
家
独
占
資
本
主
義
論
』
の
第
四
篇

「
搾
取
」
の
う
ち
、
賃
金
と
労
働
力
の
価
値
に
関
連
す
る
部
分
に
つ
い

て
、
一
、
二
の
疑
間
を
出
し
て
お
き
た
い
。

　
一
つ
は
、
国
独
資
下
に
あ
っ
て
は
、
労
働
力
の
価
値
が
賃
金
だ
げ
に

反
映
さ
れ
ず
、
杜
会
的
給
付
・
「
間
接
賃
金
」
も
考
慮
し
な
げ
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
事
実
、
そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

賃
金
の
範
囲
を
こ
の
よ
う
に
拡
大
す
る
方
向
が
、
理
論
的
に
正
し
い
か
、

ど
う
か
。
ま
た
、
資
本
主
義
生
産
の
発
展
が
自
動
的
に
労
働
者
の
杜
会

的
欲
望
を
増
大
さ
せ
、
労
働
力
の
価
値
を
引
上
げ
る
よ
う
た
叙
述
が
強

調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
疑
問
が
の
こ
る
。
こ
こ
で
は
、
資
本
主
義

生
産
の
発
展
が
、
労
働
生
産
性
の
向
上
、
相
対
的
剰
余
価
値
生
産
の
発

展
に
よ
っ
て
、
労
働
力
の
価
値
を
低
下
さ
せ
る
側
面
が
、
捨
象
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
い
っ
た
い
、
戦
後
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
、

労
働
力
の
価
値
は
ど
う
変
化
し
た
の
か
。
上
っ
た
の
か
、
下
っ
た
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
そ
の
明
解
な
理
論
展
開
は
み
ら
れ
次
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　
半
知
半
解
の
疑
問
や
意
見
を
出
し
た
の
で
は
た
い
か
と
思
う
が
、
私
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た
ち
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の
研
究
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
討
議

の
素
材
に
た
れ
ぱ
幸
い
で
あ
る
。

昭
和
四
七
年
度
第
三
回
研
究
会
（
六
月
九
日
）

▼
テ
ー
マ
　
訪
米
（
｝
胃
き
邑
大
学
を
中
心
と
す
る
）

　
　
　
　
１
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史
研
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て
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